
議
員
提
出
第
二
十
一
号
議
案

ば
ら
ま
き
政
策
を
排
し
、
財
政
の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書

わ
が
国
の
財
政
は
、
世
界
的
な
景
気
後
退
の
中
で
税
収
が
大
き
く
減
少
し
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期

債
務
残
高
が
今
年
度
末
に
八
百
六
十
二
兆
円
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
な
ど
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
度
予
算
で
歳
出
が
膨
ら
ん
だ
要
因
が
民
主
党
の
無
茶
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
理
念
な
き
ば
ら
ま
き
政
策
は
、
国
民
の
財
政
に
対
す
る
不
信
感
、
将
来
に
対
す
る
不
安
感
を

増
幅
し
て
い
る
。
歳
出
と
歳
入
を
一
体
的
に
改
革
し
、
財
源
の
裏
付
け
の
あ
る
社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
理
念
な
き
ば
ら
ま
き
政
策
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
財
政
を

健
全
化
す
る
た
め
、
次
の
施
策
を
推
進
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
経
済
状
況
の
好
転
と
税
金

の
無
駄
遣
い
の
撲
滅
を
前
提
に
、
消
費
税
を
含
む
税
制
の
抜
本
改
正
を
行
う
こ
と
。

二

健
全
財
政
の
維
持
を
内
閣
の
責
任
と
す
る
「
財
政
責
任
法
」
を
法
制
化
し
、
「
恒
久
政
策
に
は
恒
久
財

源
」
の
原
則
を
確
立
す
る
こ
と
。

三

単
な
る
ば
ら
ま
き
で
し
か
な
い
子
ど
も
手
当
を
全
面
的
に
見
直
し
、
保
育
所
の
整
備
・
拡
充
や
幼
児
教

育
無
償
化
な
ど
、
子
育
て
家
庭
が
真
に
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
。

四

公
務
員
の
天
下
り
の
根
絶
、
独
立
行
政
法
人
な
ど
で
の
税
金
の
無
駄
遣
い
の
撲
滅
な
ど
、
徹
底
し
た
行

政
改
革
を
行
う
と
と
も
に
、
国
家
公
務
員
人
件
費
を
二
割
削
減
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

大
分
県
議
会
議
長
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長
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江
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五
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大

臣
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直
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大
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大

臣

長
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昭

殿

国
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大
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荒

井

聰

殿

公
務
員
制
度
改
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大
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玄
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一
郎

殿
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閣
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殿
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